
韓国における日語 日文学関連学会の現状 と問題点

李 応寿

世宗大学校日語日文学科副教授

1.は じめ に

ただ今ご紹介に預か りました世宗大学の李応寿でございます。こ

の度は、国際日本文化研究セ ンターの 「コリアにおける日本研究の

現在」 という題の国際 シンポジウムにお招 きいただき、誠にあ りが

とうございます。

さて、韓国では現在、今まで例 を見ないほど、 日本研究が盛んに

行われてい ます。それは、隣…国との国際交流の必要性が高 まってき

た昨今の雰囲気の反映であるとともに、国の度重なる日本文化開放

政策、それから、2002年 のワール ドカップ共同開催などに影響され

た面も少なくない と存 じます。

このような情勢のなかで、今 日は韓国国内の 日本研究の学会、な

かで も日語 日文学関連学会の現在の状況を皆 さんにご報告 し、私な

りの意見を述べさせていただくことに致 したいと思います。
一言で 日語 日文学関連学会 と言って も

、すでに各大学の日本語関

連学科が100近 くにも及んでお りますので、それぞれの学科な りの、

た とえばソウルでは韓国外 国語大学、あるいは中央大学、漢陽大学

などに結成 されている大学単位の学会もあります。

そ して、 これらの大学単位の学会のなかには、定期的に論文集を

出すなど、非常に活発な活動を見せているもの もあ ります。従って、

厳密に言えば、これ らの各大学 に設けられている日語 日文学関連学

会 も含めてご報告申し上げなければいけないと思いますが、今日は

時間の関係 もあるので、 ひとまず大学単位の学会は除 くことにし、
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いわゆる全国規模の学会をご紹介するに止めたいと存 じます。

2.日 語 日文学 関連学 会の現状

それでは全国規模の学会のご紹介に入 りますが、取 り敢えず、設

立の古い順序か ら見てみ ましょう。

2-1.韓 国 日本学会

まず 「韓国 日本学会」 というのがあ ります。

これは1973年 に創立された学会で、韓国における日本研究関連学

会 としては最 も古い ものであ ります。李栄九先生 ・宋敏先生など、

1965年 の韓 日国交正常化以後、いち早 く日本に留学 した先覚者たち

が中心になって結成 されました。現在は、同徳女子大の李徳奉先生

が15代 目の会長を務めておられます。

この学 会 では、年2回 全 国大 会 を開 くか た

わ ら、 その都 度 発表 され た論 文 を まとめ て、

学会 誌 を出 してい ます。現 在 まで45輯 が 出 て

い る 『日本学 報』が そ れで、去 年 まで は年2

回出 してい ましたが 、今年 か らは、 年4回 に

増や す こ とにな りま した。 そ れ は、学会 に登

録 され てい る会 員の数 が1377名(2000年8月

現在)に ものぼ ってお り、提 出 され る論 文 の

数が膨 大 な量 にな って しまった ため、 それ に

応 じる形 で取 られた処置 による ものです。

そ れか ら、 「韓 国 日本学会」 で は、 『日本学

報』40輯 までの全論 文 をCD-ROM(2枚)に

収録 したほか、42輯 か らの サ イバ ー 出版 を も

試み て、 ホームペ ージ(http://kaja.or.kr)に

原文 と抄 録 を掲 載 し、 誰で も容易 く閲覧で き

る ように しま した。 また、50ペ ー ジに及ぶ学
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会の案内誌(KAJANewsletter)も 年2回 発 行 してい ます。 それば

か りか、 単行本 として、1977年4月 か ら1980年2月 にか けて 「日本

文化叢 書」(全8巻)を 世に問 うたの を始 め、1989年 に は 「日本思想

叢 書」(全7巻)を 発 行 し、最近 は 「日本学研 究叢 書」(既 刊9冊)

を発行 し続 けてい ます。

それで は引 き続 き、 この 「韓 国 日本学会」の特 徴 を考 えてみ ま し

ょう。 この学 会の一 番大 きな特徴 は、 傘下 に小 さい学会 を持 ってい

る とい うこ とです。学 会の名 前が 「日本学会」 であ るだけ に、 その

下 に 「日本語学 会」 ・ 「日本 文学 会」 だけで は な く、 「日語 教 育学

会」 ・ 「日本教 育学会」 ・ 「日本歴 史文化 学会」 ・ 「日本社会民 俗

学会」 ・ 「嶺 南 日本学 会」 とい った七 つ もの専 門別傘下学 会 を抱 え

てい ます。 いわゆ る分会組 織 に よる 日本学全般 の専 門化 お よび学 際

化 を図る ネ ッ トワー ク型 学会 を指 向 しているわ けで、 これ らの傘 下

学 会 は、 全 国大会 の合 間に、そ れぞれ年2回 ほ ど独 自的 な学会 を開

いてい ます。

そ れか ら、最 近そ の勢 い を増 しつつ あ る国際化 に対 応 す る形 で、

「韓 国 日本 学会」 で は、英語版 の論文 集(Japanology-lnternational

Edit)を 出版 す るこ とにな りま した。 これ は、 韓国 と日本 だけ を視

野 に入れ るので はな く、 いわば英語 圏の世界各 国 に向けて も情 報 を

発信 しよ うで はないか とい う趣 旨の下で進め られた もので、今 第1

号が 印刷 に廻 ってい る途中です。

この英語 版 に載せ られ る論文 は、今 までの 『日本学報 』 に掲 載 さ

れ た論 文 の なか で選 び抜 か れ た、 い わゆ る優 秀 論 文 です 。 そ れ は

「韓 国 日本学 会」で は、去年か ら嘉泉 吉大学の洪 顕吉先生 を委員長 と

す る 「褒賞 委員会」 を発足 させ 、 この委員会で 、各傘下 学会 で推 薦

され た論文 、単行本 、その他 の業績 な どを審査 し、全 国大会 の場 で

褒賞 す る制 度 を設 け ましたが、 この賞 を受賞 した論文 を中心 に英語

版 を作 るか らであ ります。

一方 、 この ような国際化の雰 囲気の なかで、去年 の11月25日 か ら

26日 の2日 間、 ソウルの同徳女子 大学 において、 「日本語教 育の新 し

31



いパ ラダ イム確立 の ための新構想 一21世 紀 型総合 的 日本語 教育 にお

け る語 学 ・文学 ・文 化 お よびメデ ィアのあ り方」 とい うテ ーマで、

韓国で は初 めての 日語 日文学 関連世界大 会が 開か れ ま した 。 この大

会 は、 日本 の 「日本 語教 育学 会」 と共 同で 開催 した こ ともあって、

日本か ら150人 を越 える学者が来韓 したの を始 め、 アメ リカ、中国、

台湾、 ヨーロ ッパか らも大勢 の学者 が参加、そ れぞれ の国の 日本語

教育の事情 を報告す るな ど、盛大 に行 われま した。

2-2.韓 国 日語 日文学 会

次は 「韓国日語日文学会」 をご紹介 しましょう。

現在東国大学の姜錫元先生が会長をしてお られるこの学会は、 日

語日文学関連学会 としては2番 目に古い歴史を持 っています。1978

年に設立 されたこの学会は、当時韓国外 国語大学の全基定先生 ・国

際大学(今 の西京大学)の 許礎先生などが中心になって結成されま

した。私は大学院に在籍 しながら全先生の助手をしていたので、師

匠の苦労 を隣で拝見 し、事務 などの手助けに勤 しんだことを、今 も

あ りあ りと覚えています。

「韓 国日本学会」が日本学全般 を網羅す る学会であるのに対 し、

「韓国 日語 日文学会」 は語学 と文学に集中する専 門学会 としての位

置を確保 しなが ら、良 き意味での競争相手にもな り、その後、絶 え

間な く発展 し続けて きました。その結果、現在は800人 に及ぶ会員

を確保 しています。

今800名 と会員数 をご紹介 しましたが、この数は、かな り実質的

な数であるということを指摘 しておかなければな りません。どこの

学会もそ うであるように、学会が発表す る会員の数には、かな りの

虚像が入っていると思います。 しか しこの学会では最近、その虚像

を無 くすため、3年 間会費を払っていない人を除名 しました。要す

るに、「韓国日本学会」 と 「韓 国日語 日文学会」は表向きの会員の

数には差が見られるものの、その規模の面においては、ほぼ同じク

ラスになっているということです。
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それは 「韓国学術振興財団」の評価からもうかがい知ることがで

きます。韓国では最近学会および学会誌の評価作業を進めてお りま

すが、それを担当しているのが 「韓国学術振興財団」で、学術誌の

評価がそ もそもできるものなのかどうかについての賛否はさてお き、

この財団の評価結果を見てみますと、日語日文学関連学会としては、

数多い学会のなかで、この二つの学会だけが肩 を並べて名前を連ね

ています。

最後に 「韓 国日語 日文学会」の学会誌についてご紹介 します と、

この学 会で は、 『日語 日文 学研 究』 とい う論 文

集 を、年2回 出 して い ます 。つ い最近 の2000

年 の冬 に発 行 された ものが37輯 ですが 、36輯

か らは 「語 学篇」 と 「文学 ・日本 学篇 」 を分

冊 し、 同 じ時期 に2冊 の本 を同時出版 す る形

を取 っ てい ます 。 これは、 学問 の細分化 お よ

び発行 経 費の節約 とい う意 味 におい て、望 ま

しい選択であ った と、私 には思 われます。

2-3.そ の他 の全 国学 会

その他 に も韓国 には、数多 くの全国規模の学会が存在 します。
一々ご説明 して もきりがないので

、 まずく表〉でその概略 を示 し、

特記すべ き事柄だけをご説明申し上げることにしましょう。

〈表〉 日語 日文学関連学会の現状2001年2月3日 現在

学 会 名 会 長 創立年度 学会誌名 会員数

0 韓国日本学会 李徳奉 1973年
日本研究

(年4回)

1377名

(2000年8月)

O 韓国日語日文学会 姜錫元 1978年
日語日文学研究

(年2回)
約800名

0 大韓日語日文学会 李権基 1994年
日語日文学

(年2回)
約300名

④ 日本語文学会 兪長玉 1995年
日本語文学

(年2回)
約300名
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O 韓国日本語文学会 許錫 1995年
日本語文学

(年2回)
約300名

⑥ 韓国日本文化学会 片茂鎮 1996年
日本文化学報

(年2回)
約400名

0 韓国日本学協会 任重彬 2000年
日本文学研究

(年2回)
約400名

⑧ 韓国日本語学会 尹幸舜 1999年
日本語学研究

(年2回)
約250名

2-3-1.大 韓 日語 日文 学 会

①番 と② 番 はす で に ご説 明 申 し上 げ ま した

ので 、③ 番 の 「大 韓 日語 日文学 会」 か ら見 て

い きたい と思 い ます 。

現在 慶星 大学 の李権 基先 生が 会長 を して お

られ る 「大韓 日語 日文 学会 」(TheJapanese

LanguageandLiteratureAssociationof

DAEHAN=JALALIDA)は 、 元 は釜 山地域

の 日本 語 関連 の教 授 た ちの勉 強会 であ りま し

た。その 「釜 山 日語研究会」 が1991年2月23日

「釜 山 日語 日文学 会」 に発展 し、引 き続 き1994年7月8日 には 「大韓

日語 日文 学会」 と改称 して、全 国学会 と して新 し くス ター トを切 っ

たわけです。現在 までの学術研 究発 表会 は18回 、論文集 は14輯 まで

出 してい ます。

2-3-2.日 本語 文学 会

③番の 「大韓 日語 日文学会」が釜山および

慶尚南道を中心にした学会であるとす るなら

ば、④番の 「日本語文学会」は、大邱および

慶尚北道を本拠地 とした学会であることが言

えます。それは、1992年 の8月21日 大邱にある

啓明大学で発足 した 「啓明 日語 日文学研究会」

がその母胎になったか らで、その後 この研究
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会 は、 「日語 日文 日本学研究 会」(1994.8.5)に 改 名 した後、 ユ995年8

月19日 か らは現在の 「日本語文学会」 を名乗 って います。

そ して、1998年 の夏 に初め ての 国際学術大 会 を開 いたの を始 め、

翌 年の1999年 の夏に は 「日本芸能学 会」 との共 催で 国際学術大 会 を

開 くな ど、 日進 月歩 国際化 に邁 進 してい ます。 その証左 が理事 の配

分 に も現 れてい るわけで、 この学会 は、小林和美 大阪教 育大学教授

を始 め とす る4人 の海外理事 を持 ってお り、 よって、積極 的に国際交

流 を図ってい ます。

2-3-3.韓 国 日本 語 文 学 会

現 在木 浦大学 の 許錫 先生 が会 長 を してお ら

れる⑤番 の「韓国 日本語文学会」(TheJapanese

LanguageandLiteratureAssociationof

KOREA=JLAK)は 、1995年 に創立 して以

来 、主 に全 羅道 地方 の学者 た ち を中心 に活動

してきま した。最近は、「韓 国教育学術情報 院」

との学術 情報協 約 を進 め るな ど、そ の活動 の

範 囲を広 げつつあ ります。学会 誌 は、第9輯 が

2000年9月 に出てい ます。

2-3-4. 韓 国 日本文化学会

1996年 主に忠清道地方の学者たちを中心に

結 成 され、現 在 は檀 国大 学 の片茂 鎮先 生が会

長 を してお られる⑥ 番の 「韓 国 日本文化学会」

は、他 の学会 とは違 って、 「文化 」 に重点 を置

いた学会 で あ るこ とが言 え ます。 そ れか ら国

際 交流 の面で は、 日本の 「日本 比較文化学会」

(1979年6月 に結 成、会員約600名)お よび 「表

現 学会」(1963年 に結 成、会 員約500名)と 学

術 交 流協 定 を結 んで お り、 自 ら も海外 理 事 、
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そ して海外 支部(関 西 支部 ・関東支 部 ・中部支部 ・中国支 部)を 持

ってい ます。 実際 の と ころ、 〈表 〉に載 ってい る400名 の会員 の う

ち、約150名 は日本滞在 の会 員であ ります。

2-3-5.韓 国 日本 学 協 会

1999年 に 「韓 国 日本文学 会」 と して発 足 した

⑦ 番 の 「韓 国 日本 学協 会」 は、2000年 に入 っ

て 、そ の名称 を変 え ま した。 これ につ い て学

会 で は、そ もそ も 「文学」 の概 念 を文 学 ・言

語 ・歴 史 ・社 会 ・政 治 ・文化 な どを含 む幅広

い 意味 と して捉 えてい たのが 、 い まや 芸術 の

一 つの ジャ ンル と して しか解 釈 され ない傾 向

が 広 まっ て きたた め、名称 を変更 した と説 明

してい ます 。 ともあれ、 この学会 の活 動 は活

発 で、褒 賞制 度 を持 っ ているの は もち ろん、「日本研究叢 書」 の刊

行 に も乗 り出 してい ます。

2-3-6.韓 国 日本 語 学 会

現在 南ハ ンバ ッ大 学 の尹幸 舜先 生が会 長 を

してお られ る⑧ 番 の 「韓国 日本語学 会」(The

JapaneseLanguageAssociationofKorea=

JLAK)も 、⑦ 番 と同 じく比較的新 しい学会 で

す 。1999年9月18日 に発足 した こ の学 会 は、

「日本 語(日 本語 学 ・日本語 教 育学 ・そ の他

日本 語関連 分野)に 関す る理 論 的研 究 と、 そ

の応 用 を 目的 とす る」 とい う設立趣 旨(会 則

第2条)に も明 らか なよ うに、専 ら日本語学 を

探 究す る専門学会で あるこ とが言 えます。

36



3.問 題点 と今後の提 言

以上 で、韓国 にお ける 日語 日文学 関連学会の全貌 を見 て きま した。

この辺で 、一応そ れ をまとめ てみたい と思い ます が、 まず 目につ く

特徴 として、〈表 〉で も明 らかな ように、90年 代 、そ れ も後半 に入

ってか ら、学会の数が急 に増 えて きた ことが挙げ られます。

学 会の 数が増 えた とい うこ とは、 と りもなお さず、研究 者 の数 が

増 えた こ とを意味す るだ ろ うと思い ます。実際、 韓 国の大 学 のなか

で、現 に 日本語 ・日本文学 を教 える学科が設置 されているのは、4年

制大学 の場合、96の 大学 に も及 んでい ます。 これ は、全体 の184の 大

学 の半分 を越 える数で、基礎 学問で はな く、外 国語 ・外 国文学 だけ

を取 り扱 う学科 と しては、膨 大 な数で ある と言 え ます。

それ に伴 って、国の大学 自律 化政策 とも相 まって、既 存の大学 院

において も修士課程 ・博士課程 が 日に 日に増 えつ つあ ります。2000

年 現在、修 士課程 が設置 されてい る大 学が31カ 所 、博士 課程が設 置

されてい る大学 が14カ 所 にのぼ ってい るの で、学会 の数が増 えるの

も、ある意味で は当た り前 な現象か もしれませ ん。

またその上、最 近、各大学 が専任教 員 に対す る研究業績 の要 求 を、

急 に増や して きました。 その結果、学 会 の数 が増 え、 多数の 、いわ

ゆる全 国規模の学会誌が発行 され る運 び となったわけです。

そ して、 この ような現状 を反映 してか、一 方で は、論 文の 質が落

ち るのを防 ぐため、 た とえば 「韓 国学 術振興 財団」 に よる学術誌 評

価 作業 な どが行 われ てはい る ものの、 韓 国は現在、 まさに学 会の戦

国時代 ・百家争 鳴時代 を迎 えて いる、あ るいは迎 えつつあ る と言 っ

ていいだ ろ うと思 い ます 。

この ような現状 を踏 まえた うえで、 もう一度、 〈表 〉のなかの諸

学会 の名前 をご覧い ただ きたい と思い ます。学会 の名前が あ ま りに

も似 た り寄 った りで、非常 に読 み紛 らわ しいです ね。そ れは、学会

誌 に載せ る論文の専 門性 よ りは、全国規模 の学会 であ るこ とを標榜

したが る、 あ るいはそ うせ ざる を得 ない状 況 に、大 半の学 会が置 か
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れているか らにほかなりません。

なお、 このような状況の下では、大学の専任教員はともか く、特

に大学院生の場合は、2重3重 の苦労 を強いられるのが現実です。

というのも、学会が地縁あるいは学派で結ばれている今の状況では、

先輩あるいは指導教官の薦めがあるたびに、あちらこちらの学会に

加入 しなければならないからで、それが現に、先ほども申し上げた

ような、学会の会員数の虚像を生み出しています。

現在の韓国の日語 日文学関連学会 を率いている主な勢力は、40代

後半か ら50代前半の若手の学者たちです。それは、日本植民地時代

に日本語を身につけた、いわゆる日本語第1世 代のほとん どが65歳

を越え、定年退職になったからで、その後を、韓 日国交正常化以後

の留学世代が埋めるようになりました。

いわゆる長老がいなくなった後に、新鋭の学者たちによる戦国時

代 ・百家争鳴の時代が訪れるのは、ある意味で当た り前なことか も

しれ ません。 しか し、このような百家争鳴を、どのようにして、学

問の花咲 く百花繚乱の時代に変えていくのかが大事ではないでしょ

うか。

これについて、敢 えて私の意見を述べ させていただ くなら、似た

り寄った りの学会が並列するよりは、 もっと細分化 された学会、た

とえば語学と文学の区別はもちろん、文学のなかでも時代別あるい

はジャンル別に分化 された学会の数を増やしてい くのが、学問の多

様化を進める見地か らも望 ましい現象であ り、将来の学問の発展に

もつながる一つの方向になるのではなかろうかと存 じております。

ご清聴ありがとうございました。
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